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○令和2年1月において、地下水流動保全工ユニットＡ,Ｂ（タイプ２）の通水を開始した。 

○通水開始後においても地下水位観測を継続し、通水機能の持続性と周辺の地下水位変動状況をモニタリングしている。 

(1) 地下水流動保全工の通水状況  概要

図1 地下水流動保全工の通水開始ユニット

表1 通水開始にあたっての委員会意見と対応

※図中の日付は、バルブ開栓した日付け（段階的にバルブを開栓） 

ユニットA ユニットB 

1/8開栓（躯体側） 

1/6開栓（地盤側） 

1/9開栓（躯体側）

1/7開栓（地盤側）

1/6開栓（地盤側）

1/8開栓（躯体側） 
1/9開栓（躯体側） 

1/7開栓（地盤側）

R2年1月 

通水開始 
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〇地下水流動保全工タイプ2 ユニットＡ､Bは、図2に示す手順で通水を開始した。 

〇各井戸のバルブは、委員会にて審議した順序・方法にしたがい、周辺の地下水位に異常が生じないことを監視しながら開栓した。 

(1) 地下水流動保全工の通水状況 ②通水開始手順

(a)湛水前の井戸坑内 

集水・涵養パイプ 

口元のバルブ 井戸坑内、集水パイプの洗浄 

井戸の湛水 

濁度測定（細粒分の確認） 

バルブ開栓 

濁度測定（細粒分の確認） 

地下水位の監視 

・湛水位は、上流～下流側地盤の 

中間値とした（図3-写真b,c） 

・坑内水を採水、濁度を現場測定 
※濁りが発生したときのため 

凝集剤を現場に準備 

・潜水士が水中でバルブ開栓 

（図3-写真d） 

・バルブの開栓順序は委員会資料 

にて報告 

図2 通水開始手順

・事前に洗浄、排水 

Ｓｔａｒｔ 

Ｅｎｄ 

・ユニット近傍 

・ＪＣＴ全体 

（現在も継続） 

(c)湛水後の井戸坑内

水道ホース 

(b)水道水による湛水 

(d)バルブ開栓

井戸底部 

管理用足場 

図3 通水現場写真 ※写真はユニットＢ涵養井戸 

・坑内水を採水、濁度を現場測定 
※濁りが発生したときのため 

凝集剤を現場に準備 

▽湛水位 



3 

表2 バルブ開栓後の井戸内水の濁度測定結果 

GL-15m GL-30m GL-15m GL-30m GL-15m GL-33m GL-15m GL-33m

湛水時 0.3 0.4 0.7 2.6 0.5 0.1 2.5 3.0

バルブ
開栓後

0.3 0.3 0.2 0.3 0.2 0.4 0.2 0.3

項目

ユニットA

集水井戸 涵養井戸

ユニットB

集水井戸 涵養井戸

単位(度) 

※写真はバルブ開栓後の採水試料 

○湛水時、バルブ開栓後において井戸内水を採水して濁度等を測定し、目詰まりが懸念される汚れや濁りがないことを確認した。 

図4 採水深度と水質測定状況 

(1) 地下水流動保全工の通水状況 ③湛水時、バルブ開栓前後の細粒分確認

【採水用具※】 

※採取深度までロープ 

で下して水を採取 

通水菅 

▽GL-6.8m(-6.8m) 

▽GL-31.6m(-34.1m) 

( )内はユニットBの数値を示す

採水深度 

約8m 

(約8m) 

▽GL-30.2m(-32.7m) 

湛水深 

約24※

(約27m※)

集水井戸、涵養井戸 

採水 

採水 
採水深度 

約23m 

(約26m) 

▽GL-15.0m 

（-15.0m） 

集水・涵養パイプ 

(各パイプ口元に 

バルブが設置) 

▽GL 




